
PF SAXS-UG Meeting
2026.3.11  17:00-

議題

１．PF側より（概況報告）

２．UG
＜報告＞ UG幹事
＜報告＞ PF-UA概況報告 他

３．その他



２．現 PF SAXSーUG 幹事
• 現幹事 （2026.3.11現在）

• 代 表 山本勝宏（名工大） 高分子

• 副代表 上久保裕生（奈良先端科学技術大学院大学） 生物
石毛亮平（東京科学大） 高分子
森田剛（千葉大） ソフトマター

• 幹 事 井上倫太郎（京大複合研） 生命・生物
小川紘樹（京大化研） 高分子
小田隆（日本原子力研究機構） 生命・生物
竹下宏樹 （滋賀県立大学） 高分子
菱田真史（東京理科大） 脂質

• 顧問 平井光博（群馬大） 櫻井伸一先生（京工繊大） 奥田浩司（京都大学）



2. PFシンポジウム （本日）
施設報告 （施設⾧ 五十嵐さん）
2025年度 PF 3600時間、PF-AR 2400時間の利用運転
基盤経費のみでの対応が厳しい状況 様々ところから経費支援で定常的な運転スケジュールを確保してきた

3期運転（目標の時間確保）の努力を進める

開発研究多機能ビームラインの利用制度（RD課題）が始まった
（新しいフォームでの申請）

BL11A,11B 2025年夏完成 11月より共同利用開始
放射光科学の発展に資するR&D 2ビーム利用の実証実験など

放射光共同利用実験審査委員会（PF-PAC）
2026年度より共同利用実験の旅費支援の廃止
新しく若手支援を軸とした旅費支援制度がスタートする (現在細部調整）

高度な実験環境整備、新装置開発に加えて、老朽化対策 汎用機器の整備も進める（Userとの議論）



2ビーム利用多目的実験システム

• 高度化や次期光源計画を見据えた⾧期的な 基盤技術の開発を行うための
開発研究多機能（R&D）ビームライン BL-11A および11Bの建設

• R&D ビームラインは、偏向電磁 石を光源として、軟 X 線（SX）ブラン
チと硬 X 線（HX）ブランチで構成

• 片方のビームで現象を誘起し、もう片方のビームで観察する広義のポンプ プローブ
実験である。例えば、HX照射によって引き起こされるダメージや相転 移の時間経過
を、軟 X 線吸収分光で観察する実験などが考えられる。

• 2 つのビームをどちらもプローブ光として用いる実験である。触媒反応 や電池の充
放電過程など、時間的・空間的に不均質な現象は、一度に多角 的な情報を取得する
ことが求められる。HXとSXを同時に用いると、侵入深さ や試料との相互作用の違
いから幅広い情報を得ることができる。

• 最初の2ビーム利用実験として、ケージド化合物の X 線照射実験（ポンプ プローブ）と触媒反応過程の観
察実験（プローブプローブ）をそれぞれ成功さ せた。

若林大佑1、城戸大貴1、阪田薫穂1、雨宮健太1、宇佐美徳子1、
片岡竜馬1、田中宏和1、仁谷浩明1、大東琢治1、奥山大輔1、
中尾裕則1 (1. Institute of Materials Structure Science, High 
Energy Accelerator Research Organization (KEK))



PF-UA Home Page
• PF-UA｜PF User Association

• https://www.pf-ua.jp







PF次期光源計画
• 量子マルチビーム施設計画
2023年度より異なる量子ビームの同時利用による『量子マルチビーム研究』を進めてきた
• PF-Hybrid Light Source （PF-HLS）
• CDR https://www2.kek.jp/imss/pf/pf-hls/library

2026年より MB-LINQ計画 (Multi quantum-beam facility linac for material-quantum-life 
sciences: https://www2.kek.jp/imss/mb-linq)を中核として進める。本計画は、超伝導線形加
速器による自由電子レーザー、放射光、陽電子、さらには高次高調波レーザ ーなど、最先端の量子
ビームを有機的に活用して、極限的な量子現象を理解 することで、物質・生命の機能の根源の解明
を目指す
XFEL を軸にしたサイエンス
「最表面構造科学」（XFEL+陽電子）
「ペタヘルツ物性科学」（XFEL+レーザー）
「アトセカンド物質生命科学」（XFEL+レーザー）
「極限非線形光学」（XFEL+レーザー） 取り組みや検討に参加ください



•研究会の開催を検討する
• 2026年度の後期


